
取組事例のご紹介

北海道安全運転管理者協会・北海道安全運転管理者事業主会では、会員事業所を対象に｢セーフティチェック！
全席シートベルト着用運動｣を推進中です。これまでに報告のあった取組事例の一部をご紹介いたします。

道路工業株式会社（中央安管）

独自に作成した「全席シートベルト着用」プレートを、

全ての社用車のヘッドレストに取り付け、後部座席を含

めた全席でのシートベルト着用の徹底を図っています。

（本社のほか全ての工事事務所で実施）

三井住建道路株式会社北海道支店（西地区安管）

全車両にテレマティクスサービス「スマートコネクト」

を導入し、安全運転管理者が車両の位置情報と共に事故

や違反に繋がる危険運転をリアルタイムで管理し、運転

手に必要な指導をしているほか、会社独自に７項目の｢安

全運転基本ルール｣を定め、これを事務室内やサンバイザ

ーに掲示するなどして社員に周知し、シートベルト着用を

含めた交通安全ルールの徹底を図っています。

豊松吉工業株式会社（南地区安管）

道安管・南地区安管協会から配布を受けた「シートベ

ルト着用推進タグ」を社用車の助手席のヘッドレストに

取り付け、更にシートベルト着用の重要性を周知するな

どして、全座席におけるシートベルト着用の徹底を図っ

ています。



一二三北路株式会社（北地区安管）

交通安全街頭啓発にあわせて、協

力企業と合同で「シートベルト着用

調査」を行い、後日に分析資料を作

成して活用しているほか、参加者に

も感想文を書いてもらうなどして、

運転手等のシートベルト着用意識の

向上を図っています。

株式会社北裕コーポレーション（手稲地区安管）

全ての社有車にドライブレコーダーを搭載して、安全

運転管理者が不定期に記録映像をパソコンで再生チェッ

クしているほか、運転手から直接に状況を確認したり具

体的な指導に活用しています。

また、携帯電話のライン機能を使用して、運転手等に

対するシートベルト着用など事故防止に必要な交通安全

情報の周知徹底に務めています。

2021/12/22 プレス空知
株式会社大野小木（美唄地区安管）

会社の朝礼、現場ごとのミーティング等で全席

シートベルト着用等の交通安全教育を実施してい

ます。

また、シートベルト着用運動推進事業所である

ことを示すプレート(道安管作成)を本社出入り口

に設置し、地元新聞社から取材を受けるなど、地

域の話題となっています。



三鉱建設株式会社（砂川地区安管）

年２回(６月、11月)､車両担当者が車両点検簿の項目に基づ

き車両点検を実施して報告書を作成し、これを総務課でチェ

ックするなどして、運転者の愛車精神と安全意識の醸成を図

っています。

また、全社員にパソコンが配分されており、社内連絡用サ

イボーズを活用して、全席シートベルト着用運動等の安全情

報を職員に周知しています。

株式会社吉本組（岩内地区安管）

独自に作成したマグネット式ステッカーを社用車に

貼付し、運転手等の安全意識の高揚を図っています。

また、車内のヘッドレストにシートベルト全席着用

を促す青色のプレートを取り付け(岩内地区安管協会の

取組み)、後部座席におけるシートベルトの着用の徹底

を図っています。

株式会社石岡組（松前地区安管）

朝礼時に管理者が従業員に全席シートベルト着用運動

の要旨を説明し、特にセーフティチェック(発進前にドラ

イバーがシートベルト着用状況を確認)の徹底を図ってい

ます。

また、独自に作成したマグネット式ステッカーを全て

の社用車に貼付し、これを乗車前に確認することで着用

忘れを防いでいます。



福島町社会福祉協議会（松前地区安管）

管理者が朝礼時に指導・教養しているほか、出発前に

シートベルトの着用状況を目視確認して車両を送り出す

など全席シートベルト着用の徹底を図っています。

また、車両後部座席には高齢者が乗車する機会が多い

ことから、バックルの凹凸部の組み合わせが分かりやす

くなるように、それぞれに色が対となった蓄光シールを貼付して、

シートベルトが容易に装着できるように工夫しています。

日本梱包運輸倉庫株式会社鷹栖センター出張所

（旭川中央地区安管）

安全運転管理者が乗務前に対面点呼を実施し、シート

ベルト着用を含めた具体的な指示を行い、交通事故等の

防止に務めています。

また、｢社有車出発点呼立会記録簿」を作成し、アルコ

ール検査の結果などを明らかにして、節目に所属長まで

の決裁を受けています。

サントリービバレッジサービスソリューション株式会社釧路支店

（釧路地区安管）

各社用車にセーフティレコーダーを導入しており、安

全運転管理者等が月２回不定期に運行状況等をチェック

し、ドライバーに対する指導・教養に役立てています。

また、自社独自に７項目の「安全運転原則」を設け、

事務室に掲示するなどして、社員の安全運転意識の向上

を図っています。



北見方面安全運転管理者協会・北見地方安全運転管理者事業主会

方面安管協会・事業主会では、全座席におけるシートベル

ト着用を徹底するため、黄色のヘッドレスト用のプレートを

作成して管内の会員事業所に配布しました。

文字は、外国人にも周知するため日本語のほか英語及び中

国語表記としています。

また、管内のレンタカー会社の協力を得て、貸出車両にも

取り付けています。


